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進化するために

伝える 技・心。Chapter 03

自
分
で
考
え
抜
い
て
、作
る
。

そ
の
機
会
の
大
切
さ
。

　
タ
ニ
コ
ー
テ
ッ
ク
に
は
、
納
品
予
定
の
な
い
1
台

の
ア
ー
ル
型
シ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。「
技
術
は
盗
め
」

が
口
ぐ
せ
だ
っ
た
先
輩
技
術
者
が
、
数
年
前
、
定
年

退
職
前
に
こ
っ
そ
り
製
造
し
て
後
輩
た
ち
に
残
し
て

い
っ
た
も
の
で
す
。
初
め
て
見
た
板
金
・
溶
接
加
工

者
の
多
く
は
驚
い
て
こ
う
言
い
ま
す
。「
こ
れ
、
ど

う
や
っ
て
作
る
の
で
す
か
!?
」
こ
の
ア
ー
ル
型
シ
ン

ク
に
は
技
術
の
粋
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
弊
社
の
若
手
技
術
者
は
皆
こ
の
ア
ー
ル
型
シ
ン
ク

に
興
味
を
持
ち
、
秘
め
ら
れ
た
工
程
に
つ
い
て
先
輩

に
尋
ね
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
答
え
は
返
っ
て
き
ま

せ
ん
。
入
手
で
き
る
の
は
わ
ず
か
な
ヒ
ン
ト
の
み
。

そ
れ
を
手
が
か
り
に
、
若
手
た
ち
は
自
分
で
考
え
、

サ
ン
プ
ル
を
い
く
つ
も
作
り
、
失
敗
し
て
、
ま
た
作

る
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、少
し
ず
つ
正
解
に
向
か
っ

て
い
く
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
、
技
術
の
習
得
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
溶
接
技
術
の
習
得
に
は
10
年
以
上
の
研
修
が
必
要

だ
と
さ
れ
ま
す
が
、
弊
社
で
は
皆
、
1
年
で
一
通
り

の
シ
ン
ク
を
作
れ
る
ま
で
の
成
長
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
普
段
か
ら
、
ア
ー
ル
型
シ
ン
ク
へ
の
学

び
と
同
様
に
、
考
え
る
機
会
が
も
た
ら
さ
れ
る
環
境

で
、
自
ら
考
え
て
技
術
を
向
上
さ
せ
て
い
る
か
ら
こ

そ
の
結
果
な
の
で
す
。

未来を育てる、
無言のアール型シンク。【技術の継承】
工場内に何気なく置かれた、納品予定のないアール型シンク。かつて働いていた先輩が製造し、
無言で残していったものである。そこに込められた高い技術が、後輩たちへ、何かを伝えている。

シンクの底面から側面につながるアールは、
その工程を簡単に想像させてくれない。

　入社３年目です。最初は全く何
もできませんでしたが、少しずつ
技術を磨いていきました。勉強方
法は、先輩の仕事をよく見ている
こと。「どうだったらこんな風に
できるんだろう」ということがた
くさんあります。そんな時は、自
分でいろんな方法を試してみて、
どうしてもわからない場合にのみ
先輩に訊ねます。
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こと。「どうだったらこんな風に
できるんだろう」ということがた
くさんあります。そんな時は、自
分でいろんな方法を試してみて、
どうしてもわからない場合にのみ
先輩に訊ねます。
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